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(57)【要約】
【課題】本発明はＴＮ－ＬＣＤ視野角の改善のための一
体型Ｏ－フィルム、これを含む偏光板及びＴＮ－ＬＣＤ
に関するもので、さらに詳しくは、正面と傾斜角でコン
トラスト特性を向上させ、暗状態で視野角による色変化
を最少化することが出来る補償フィルムと、これを含む
偏光板積層体及びＴＮ－ＬＣＤに関する。
【解決手段】上記目的を達成するための本発明の一体型
Ｏ－フィルムは、横延伸されたネガティブＢ－フィルム
（ｂｉａｘｉａｌ　ｆｉｌｍ）と上記横延伸されたネガ
ティブＢ－フィルム上に積層されたポジティブＯ－フィ
ルムで構成されたことを特徴とする。
【選択図】なし



(2) JP 2009-532736 A 2009.9.10

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　横延伸されたネガティブＢ－フィルム（ｂｉａｘｉａｌ　ｆｉｌｍ）と前記横延伸され
たネガティブＢ－フィルム上に積層されたポジティブＯ－フィルムで構成されたことを特
徴とする一体型Ｏ－フィルム。
【請求項２】
　前記ネガティブＢ－フィルムの面上位相差は、１５０～２５０ｎｍであることを特徴と
する請求項１に記載の一体型Ｏ－フィルム。
【請求項３】
　前記ネガティブＢ－フィルムは、下記の数式８により表されるＮｚが０．１～２である
ことを特徴とする請求項２に記載の一体型Ｏ－フィルム。
【数８】

　但し、ここでｎｘ、ｎｙ、ｎｚはそれぞれ該当する方向の屈折率を意味する。
【請求項４】
　前記ネガティブフィルムの厚さ方向の位相差が－５０～－１５０ｎｍであることを特徴
とする請求項３に記載の一体型Ｏ－フィルム。
【請求項５】
　前記ネガティブＢ－フィルムの前記Ｎｚが０．３～１であることを特徴とする請求項３
に記載の一体型Ｏ－フィルム。
【請求項６】
　前記ポジティブＯ－フィルムは、下記の数式９で表される平均回転角が３０～５０°で
、回転角の最大値が５０～９０°であることを特徴とする請求項１に記載の一体型Ｏ－フ
ィルム。
【数９】

　但し、ここでｄはフィルムの厚さ、θ（ｚ）はフィルム内の垂直位置ｚでの回転（ｔｉ
ｌｔ）角を意味する。
【請求項７】
　前記ポジティブＯ－フィルムの面上位相差は、５０～１５０ｎｍ であることを特徴と
する請求項２ないし６のいずれか１項に記載の一体型Ｏ－フィルム。
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【請求項８】
　前記ポジティブＯ－フィルムは、ネマティック液晶からなることを特徴とする請求項１
に記載の一体型Ｏ－フィルム。
【請求項９】
　前記ネガティブＢ－フィルムとポジティブＯ－フィルムの間に配向膜をさらに含むこと
を特徴とする請求項１に記載の一体型Ｏ－フィルム。
【請求項１０】
　前記配向膜は、アクリル系配向膜であることを特徴とする請求項９に記載の一体型Ｏ－
フィルム。
【請求項１１】
　前記配向膜は、偏光紫外線で配向膜特性を与えることが出来る光配向膜であることを特
徴とする請求項９に記載の一体型Ｏ－フィルム。
【請求項１２】
　前記配向膜は、ポリノルボルネン系シンナメートまたはポリイミド系シンナメートであ
ることを特徴とする請求項１１に記載の一体型Ｏ－フィルム。
【請求項１３】
　偏光フィルムと前記偏光フィルムに積層された一体型Ｏ－フィルムを含む偏光板積層体
であって、
　前記一体型Ｏ－フィルムは横延伸されたネガティブＢ－フィルム（ｂｉａｘｉａｌ　ｆ
ｉｌｍ）と前記横延伸されたネガティブＢ－フィルム上に積層されたポジティブＯ－フィ
ルムで構成され、
　前記偏光フィルムと横延伸されたネガティブＢ－フィルムの面上光軸が直交することを
特徴とする偏光板積層体。
【請求項１４】
　前記ネガティブＢ－フィルムの面上位相差は、１５０～２５０ｎｍであることを特徴と
する請求項１３に記載の偏光板積層体。
【請求項１５】
　前記ネガティブＢ－フィルムは、下記の数式１０により表されるＮｚが０．１～２であ
ることを特徴とする請求項１４に記載の偏光板積層体。
【数１０】

　但し、ここでｎｘ、ｎｙ、ｎｚはそれぞれ該当する方向の屈折率を意味する。
【請求項１６】
　前記ポジティブＯ－フィルムは、下記の数式１１で表される平均回転角が３０～５０°
で、回転角の最大値が５０～９０°であることを特徴とする請求項１３に記載の偏光板積
層体。
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【数１１】

　但し、ここでｄはフィルムの厚さ、θ（ｚ）はフィルム内の垂直位置ｚでの回転（ｔｉ
ｌｔ）角を意味する。
【請求項１７】
　向かい合う一対のガラス板、前記ガラス板内に注入された歪んだネマティック（Ｔｗｉ
ｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）液晶、前記ガラス板の外側に付着した偏光板積層体を含むＴ
Ｎ－ＬＣＤであって、
　前記偏光板積層体は偏光フィルムと前記偏光フィルムに積層された一体型Ｏ－フィルム
を含む偏光板積層体で、
　前記一体型Ｏ－フィルムは横延伸されたネガティブＢ－フィルム（ｂｉａｘｉａｌ　ｆ
ｉｌｍ）と前記横延伸されたネガティブＢ－フィルム上に積層されたポジティブＯ－フィ
ルムで構成されたことを特徴とするＴＮ－ＬＣＤ。
【請求項１８】
　前記ネガティブＢ－フィルムの面上位相差は、１５０～２５０ｎｍであることを特徴と
する請求項１７に記載のＴＮ－ＬＣＤ。
【請求項１９】
　前記ネガティブＢ－フィルムは、下記の数式１２により表されるＮｚが０．１～２であ
ることを特徴とする請求項１８に記載のＴＮ－ＬＣＤ。

【数１２】

　但し、ここでｎｘ、ｎｙ、ｎｚはそれぞれ該当する方向の屈折率を意味する。
【請求項２０】
　前記ポジティブＯ－フィルムは、下記の数式１３で表される平均回転角が３０～５０°
で、回転角の最大値が５０～９０°であることを特徴とする請求項１７に記載のＴＮ－Ｌ
ＣＤ。
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【数１３】

　但し、ここでｄはフィルムの厚さ、θ（ｚ）はフィルム内の垂直位置ｚでの回転（ｔｉ
ｌｔ）角を意味する。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はＴＮ－ＬＣＤ視野角の改善のための一体型Ｏ－フィルム、これを含む偏光板積
層体及びＴＮ－ＬＣＤに関するもので、さらに詳しくは、正面と傾斜角でコントラスト特
性を向上させ、暗状態で視野角による色変化を最少化させることが出来る補償フィルムと
、これを含む偏光板積層体及びＴＮ－ＬＣＤに関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ、以下、簡単にＬ
ＣＤとする）は、バックライトで発散する光を液晶の偏光現象を通じて画素別に選択的に
透過させることにより、所望の画像を具現するディスプレイ装置である。
【０００３】
　上記ＬＣＤのうち多く使用されるＴＮ－ＬＣＤ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ　Ｌ
ＣＤ）での光の選択透過現象をみると図１の通りである。図１（ａ）で確認できるように
、光源側の偏光板１０と観察者側の偏光板２０は相互９０°の角度を成している。両偏光
板の間にはツイステッドネマティック液晶３０が存在するが、液晶３０は偏光板に近い側
では偏光板と同一方向に配向されている。従って、両偏光板側の液晶配向方向も偏光板と
同様に相互直交しており、中間部分は図面で確認できるように歪んだ形態となる。
【０００４】
　従って、光源側の偏光板を通過して偏光された光４０はツイステッドネマティック液晶
により９０°回転し、その結果、観察者側の偏光板を通過することが出来るようになる。
【０００５】
　ところが、液晶層３０に電気場が加わる場合には、図１（ｂ）のように液晶層３０が電
気場の方向と平行して配列されるため光源側の偏光板１０を通過した光４０がそれ以上回
転せず、光源側で偏光された方向のまま観察者側の偏光板２０に到達するため、光源側の
偏光板１０に比べて９０°回転された観察者側の偏光板２０を通過することが出来ず遮断
される。
【０００６】
　ＬＣＤは上記のような現象を利用したもので、各画素別に上記電気場を選択的に印加し
て光の通過と遮断を制御する。
【０００７】
　ＬＣＤは上記光の通過と遮断が円滑に行われ明状態と暗状態の区分が明確な場合にコン
トラスト特性が向上する。特に、暗状態での光漏れを最少化する場合、コントラスト特性
の向上を図ることが出来る。ところで、ディスプレイ装置を正面から見る場合には、上記
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コントラスト特性に大きい問題はないが、正面ではない斜めの角度から上記ディスプレイ
装置を見る場合には、上記暗状態の光漏れを完全に遮断することが困難であるという問題
が発生する。即ち、上述のように、ＬＣＤは偏光現象を利用して観察者側の偏光板で線偏
光された光と垂直方向の透過軸を有する偏光板を設置することにより光の通過を遮断する
が、上記観察者側の偏光板に到達する光が完全に線偏光された光ではない場合には一部が
漏れる現象が生じる。
【０００８】
　このような現象は光が垂直方向に進行せず傾斜した方向（即ち、斜め位置の観察者方向
）に進行するとき発生し得る。即ち、暗状態は上述の図１（ｂ）からみられるように、ネ
マティック液晶が光の進行方向と平行に配列されている場合に完全に具現されるが、傾斜
した方向に光が進行する場合には光の進行方向と液晶の配列方向が完全に平行しないため
、追加の位相変化が起こり、それにより完全な光遮断にはならない。
【０００９】
　また、上記暗状態の光漏れのもう一つの要因として、図２からみられるように、液晶が
配向膜／液晶の境界（即ち、偏光板側）では電気場が作用しても電気場の方向と平行する
よう配列されるのではなく、依然として配向膜の方位と同じ水平方向に配向された状態を
維持し、上記配向膜／液晶の境界側から遠くなり電気場の方向に平行して配列することと
なる。従って、配向膜／液晶の境界側から液晶中心側に行くほど液晶の極傾斜角は徐々に
９０°に近いよう増加する形態の、いわゆるスプレイ（ｓｐｌａｙ）配列をする。
【００１０】
　液晶層の上記のようなスプレイ配列もまた暗状態の完全な光遮断を妨害する原因となる
。
【００１１】
　従来から上述の光漏れを防ぐために様々な技術が提案された。その一例として特許文献
１にはＯ－フィルムを使用して光漏れを減少させ、階調特性を向上させるための技術が開
示されている。上記技術は傾斜角を有したＯ－板補償器により視野角別にグレースケール
での光漏れ量の偏差を最少化させようとした。上記技術によると、視野角別に光漏れ量を
適切に制御することができ、視野角に関係無く高い階調特性を有するＬＣＤを製造するこ
とが出来る。
【００１２】
　しかし、上記の技術の場合Ｏ－ｆｌｉｍが直ちにガラス基板上に形成されるため、生産
性が非常に悪いという問題点がある。即ち、上記Ｏ－板補償器を製造するためには、ガラ
ス基板上に低プレチルト配向層と高プレチルト配向層を塗布して製造されるが、このよう
な方法によるとガラス基板上で作業が進行するため時間がかかってしまい、基板の管理も
難しくなる。
【００１３】
　また、上記従来の技術によると、液晶のスプレイ配列により発生する光漏れは減少でき
るが、液晶の＋Ｃ配列による光漏れ（即ち、電気場方向と平行して液晶が配列され、正面
の光漏れは防止できるが傾斜した方向に光が進行する場合、位相差が発生して完全な暗状
態にならない場合）は減少させることが困難である。
【００１４】
　また、傾斜角で光が偏光板に到達する場合、偏光板でもある程度の位相差が発生するが
、このような位相差も光漏れの原因となる。しかし、上記特許文献１によると、このよう
な様々な原因による光漏れを完全に解決することは困難である。
【００１５】
【特許文献１】大韓民国登録特許公報１０－０３７６３７８号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　本発明は上記のような従来技術の問題を解決するためのもので、上記の種々の光漏れの



(7) JP 2009-532736 A 2009.9.10

10

20

30

40

原因を全て遮断し広い視野角でコントラスト特性、階調特性またはカラー特性が全て改善
されたＴＮ－ＬＣＤ視野角の改善のための一体型Ｏ－フィルム、これを含む偏光板及びＴ
Ｎ－ＬＣＤを提供することを、その目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　上記目的を達成するための本発明の一体型Ｏ－フィルムは、横延伸されたネガティブＢ
－フィルム（ｂｉａｘｉａｌ　ｆｉｌｍ）と上記横延伸されたネガティブＢ－フィルム上
に積層されたポジティブＯ－フィルムで構成されたことを特徴とする。
【００１８】
　また、本発明は上記一体型Ｏ－フィルムを含む偏光板積層体を提供するが、上記偏光板
積層体は偏光フィルムと上記偏光フィルムに積層された一体型Ｏ－フィルムを含む偏光板
積層体であって、上記一体型Ｏ－フィルムは横延伸されたネガティブＢ－フィルム（ｂｉ
ａｘｉａｌ　ｆｉｌｍ）と上記横延伸されたネガティブＢ－フィルム上に積層されたポジ
ティブＯ－フィルムで構成され、上記偏光フィルムと横延伸されたネガティブＢ－フィル
ムの面上光軸が直交することを特徴とする。
【００１９】
　本発明はまた、上記一体型Ｏ－フィルムを含むＴＮ－ＬＣＤも提供するが、上記ＴＮ－
ＬＣＤは向かい合う一対のガラス板、上記ガラス板内に注入された歪んだネマティック（
Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）液晶、上記ガラス板の外側に付着した偏光板積層体を
含むＴＮ－ＬＣＤであって、上記偏光板積層体は偏光フィルムと上記偏光フィルムに積層
された一体型Ｏ－フィルムを含む偏光板積層体で、上記一体型Ｏ－フィルムは横延伸され
たネガティブＢ－フィルム（ｂｉａｘｉａｌ　ｆｉｌｍ）と上記横延伸されたネガティブ
Ｂ－フィルム上に積層されたポジティブＯ－フィルムで構成されたことを特徴とする。
【００２０】
　この際、上記ネガティブＢ－フィルムは下記の数式１により表されるＮｚが０．１～２
であることが好ましい。
【００２１】
【数１】

【００２２】
　但し、ここでｎｘ、ｎｙ、ｎｚはそれぞれ該当する方向の屈折率を意味する。
【００２３】
　この際、上記ネガティブＢ－フィルムの厚さ方向の位相差は－５０～－１５０ｎｍであ
ることが好ましい。
【００２４】
　また、上記ネガティブＢ－フィルムの上記Ｎｚは０．３～１であることがさらに好まし
い。
【００２５】
　さらに好ましい効果を得るためには、上記ポジティブＯ－フィルムは下記の数式２で表
される平均回転角が３０～５０°で、回転角の最大値が５０～９０°である必要がある。
【００２６】
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【数２】

【００２７】
　但し、ここでｄはフィルムの厚さ、θ（ｚ）はフィルム内の垂直位置ｚでの回転（ｔｉ
ｌｔ）角を意味する。
【００２８】
　上記のような好ましい条件を充足する上記ポジティブＯ－フィルムの面上位相差は５０
～１５０ｎｍであることが、より効果的である。
【００２９】
　上記ポジティブＯ－フィルムはネマティック液晶からなることが好ましい。
【００３０】
　また、上記ネガティブＢ－フィルムとポジティブＯ－フィルムの間に配向膜がさらに含
まれても良い。
【００３１】
　この際、上記配向膜はアクリル系配向膜であることがさらに好ましい。
【００３２】
　そして、上記配向膜は偏光紫外線で配向膜特性を与えることが出来る光配向膜であるこ
とが効果的である。
【００３３】
　上記のような光配向膜として、上記配向膜はポリノルボルネン系シンナメートまたはポ
リイミド系シンナメート材質であることが好ましい。
【発明の効果】
【００３４】
　上述のように本発明の一体型Ｏ－フィルムは、ポジティブＯ－フィルムとネガティブＢ
－フィルムを最適の条件に積層して製造されたもので、本発明による一体型Ｏ－フィルム
を使用する場合には、全てのパターンの光漏れを遮断することができ、コントラスト特性
、階調特性及びカラー特性が全て改善されたＴＮ－ＬＣＤを製造することが出来る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３５】
　以下、本発明を詳しく説明する。
　上述のように、光漏れは光が光源側の偏光板により偏光された後、観察者側の偏光板に
到達する間に位相差が生じ観察者側の偏光板の透過軸に垂直な、完全な線偏光状態で観察
者側の偏光板に到達できないため発生する。
【００３６】
　上記光漏れの原因となる位相差は、次のような３つの形態で起きる。
　１）ＴＮ－ＬＣＤが垂直配列されているとき、上記ＬＣＤの配列方向に平行しない方向
に視野角が形成されるとき上記視野角方向に光が進行することによって発生する位相差
　２）ＴＮ－ＬＣＤのスプレイ配列された部分（配向膜に近い部分、グレー状態の場合に
は全ての部分がスプレイ配列され得る）により発生する位相差
　３）光が傾斜して入射する場合、偏光板により発生する位相差
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【００３７】
　従って、光漏れを防ぐためには上述の位相差を全て補償しなければならない。
【００３８】
　本発明の発明者等は、このような課題を解決するために研究をかさねた結果、ポジティ
ブＯ－フィルムとネガティブＢ－フィルム（ｂｉａｘｉａｌフィルム）を適正な条件で配
置する場合、上記の種々のパターンで発生する位相差を全て補償できることを確認して本
発明に至った。以下において、一体型Ｏ－フィルムとは、ポジティブＯ－フィルムとネガ
ティブＢ－フィルムが積層されたことをいい、単純にＯ－フィルムと記載したのはＯ－フ
ィルム層をいう。
【００３９】
　このうち、Ｏ－フィルムは液晶に電気場が加わり液晶が電気場に平行した方向に配列さ
れた場合に、配向膜／液晶の境界で液晶が垂直配列できず、配向膜の配向方向と平行に配
列されており、以後、徐々に電気場方向に回転（ｔｉｌｔ）する場合に発生する位相差（
即ち、スプレイ配列により発生する位相差）を補償するためのものである。
【００４０】
　上記Ｏ－フィルムは図３からみられるように、スプレイ配向されることが好ましいが、
上記Ｏ－フィルムのスプレイ配向は下記の数式３で定義される平均回転（ｔｉｌｔ）角（
θａｖｅｒａｇｅ）が３０～５０°で、最大回転角が５０～９０°であることが好ましく
、６０～９０°であることがさらに好ましい。
【００４１】
【数３】

【００４２】
　但し、ここでｄはフィルムの厚さ、θ（ｚ）はフィルム内の垂直位置ｚでの回転角を意
味する。
【００４３】
　この際、Ｏ－フィルムはネマティック（Ｎｅｍａｔｉｃ）液晶からなることが好ましい
。即ち、Ｏ－フィルムはスプレイまたは傾斜配向されるため液晶からなる場合が多いが、
ディスコティック（Ｄｉｓｃｏｔｉｃ）液晶からなる場合には光軸離脱角が発生し得るた
めである。光軸離脱角とは液晶を配向させるためのラビング方向から液晶の配向方向が外
れる角度をいう。
【００４４】
　上記光軸離脱角が発生する場合には正面コントラスト比及びカラー特性が不良となる。
即ち、光軸離脱角が存在すると正面で光漏れが発生し、特に青色の光漏れが大きく発生す
るため正面のカラーが青色を帯び、コントラストが不良となる。上記、光軸離脱角による
コントラスト及びカラー不良が発生しないようにするためには上記光軸離脱角を±０．５
°以内に管理しなければならないが、ディスコティック液晶は銭状構造を有したため、全
ての方向に対して対称形状を有し、一方向に整列することが難しく上記光軸離脱角の管理
に適してなく、ネマティック液晶は棒状構造を有しているため、ラビング方向に容易に整
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列される特性があり光軸離脱角の管理に適しているため、ネマティック液晶を使用するこ
とが適切である。
【００４５】
　また、ネガティブＢ－フィルム（ｂｉａｘｉａｌフィルム）とは、ｘ、ｙ、ｚ方向の屈
折率をそれぞれｎｘ、ｎｙ、ｎｚとしたとき、下記のような関係を有する異方性フィルム
をいう。
【００４６】
（数４）
ｎｘ≠ｎｙ＞ｎｚ
【００４７】
　上記ネガティブＢ－フィルムはｃ方向（フィルム表面に垂直な方向）とａ方向（フィル
ム表面と平行した一方向）にそれぞれ一つの光軸を有するが、ｃ方向の光軸成分によりネ
ガティブＣ－板と類似な役割をする。従って、斜めの角度で光が流出して液晶のポジティ
ブＣ板により発生した位相差を上記ネガティブＣ－板により相殺することが出来る。
【００４８】
　そして、上記ネガティブＢ－フィルムのもう一つの光軸であるａ方向光軸は、偏光板に
光が斜めに入射する場合に発生し得る位相差を相殺する役割をする。
【００４９】
　上述のネガティブＢ－フィルムとしては、横（ｔｒａｎｓｖｅｒｓｅ）延伸フィルムを
使用することが好ましい。上記横延伸フィルムとしては、二軸延伸ＣＯＰ（シクロオレフ
ィンポリマー）フィルム、二軸延伸ＰＣ（ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ）フィルム、一軸
延伸ＴＡＣ（Ｔｒｉａｃｅｔａｔｅ　Ｃｅｌｌｕｌｏｓｅ）とＰＮＢ（ｐｏｌｙ　ｎｏｒ
ｂｏｒｎｅｎｅ）フィルム、二軸性液晶などが使用され得る。
【００５０】
　従って、上記特性によりポジティブＯ－フィルムとネガティブＢ－フィルムは、上記３
つのパターンで発生する位相差を全て相殺する役割をする。しかし、上記ポジティブＯ－
フィルムとネガティブＢ－フィルムは下記の適切な組合せにより使用しないと上述の本発
明の効果を全て得ることが出来ない。
【００５１】
　上記Ｏ－フィルムとＢ－フィルムは積層体に提供される。積層体で上記Ｏ－フィルムの
光軸とＢ－フィルムの光軸（２つの光軸中フィルムの表面と平行した方向を有する光軸）
は相互直交するよう配置される必要がある。
【００５２】
　積層体内において上記Ｏ－フィルムと下記のＢ－フィルムは、上述の傾斜角による位相
遅延効果を相殺させるため、適切な位相差値を有することが必要である。
【００５３】
　即ち、各フィルムは下記の数式５及び数式６による面上位相差（ｉｎ－ｐｌａｎｅ　ｒ
ｅｔａｒｄａｔｉｏｎ　ｖａｌｕｅ）と厚さ方向の位相差（ｔｈｉｃｋｎｅｓｓ　ｒｅｔ
ａｒｄａｔｉｏｎ　ｖａｌｕｅ）を有することとなるが、これの適切な範囲が必要である
。式においてｄは厚さを意味し、ｎｘ、ｎｙ、ｎｚはそれぞれ該当する方向の屈折率を意
味する。
【００５４】
（数５）
面上位相差（Ｒｉｎ）＝ｄ×（ｎｘ－ｎｙ）
【００５５】
（数６）
厚さ方向位相差（Ｒｔｈ）＝ｄ×（ｎｚ－ｎｙ）
【００５６】
　本発明の発明者等は、偏光板に傾斜した光が到達した場合の光漏れを防ぐためのＢ－フ
ィルムの面上位相差（Ｒｉｎ）値は１５０～２５０ｎｍでなければならないという研究結
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果を得ることが出来た。上記の面上位相差の値が１５０ｎｍ未満の場合は、光漏れが大き
く発生してコントラスト比が低下し、逆に上記面上位相差の値が２５０ｎｍを超える場合
は、暗状態のカラー状態が変化して好ましくない。
【００５７】
　また、Ｂ－フィルムの好ましい面上位相差の値が上述の範囲内にある場合、コントラス
ト比をより改善するためには、下記の数式７により規定されるＮｚ値が０．１～２の範囲
上にあることが好ましいが、上記Ｎｚ値が０．１未満の場合にはコントラスト比が低下し
、逆に２を超える場合は、暗状態のカラー変化が増加して好適ではない。より好ましいＮ

ｚの範囲は０．３～１である。
【００５８】
【数７】

【００５９】
　上記数式７は厚さ方向の位相差（Ｒｔｈ）と面上位相差（Ｒｉｎ）の比率を意味する。
従って、面上位相差（Ｒｉｎ）の好ましい範囲を既に導き出したため、厚さ方向の位相差
の範囲も上記数式５により導き出すことが出来る。
【００６０】
　上記数式７を満足しながらコントラスト比をより向上させるためのＢ－フィルムの厚さ
方向の位相差は－５０～－１５０ｎｍである。
【００６１】
　Ｏ－フィルムはＢ－フィルムに積層され一体型Ｏ－フィルムを形成するもので、Ｂフィ
ルムから発生する位相差を考えてＯ－フィルムの位相差を決めなければならない。本研究
者等の研究結果によると、上記Ｏ－フィルムの適正の面上位相差は５０～１５０ｎｍであ
り、厚さ方向の位相差も５０～１５０ｎｍであることが好ましい。
【００６２】
　上述のポジティブＯ－フィルムとネガティブＢ－フィルムの組合せにより、上記多様な
パターンの位相遅延を相殺させることができ、従って、広い視野角で良好なコントラスト
特性、カラー特性及び階調特性を発揮することが出来る。
【００６３】
　また、上記一体型Ｏ－フィルムの構成に加えて、Ｂ－フィルム上にＯ－フィルムを所望
の方向に配向させるため、上記Ｂ－フィルム基材上に配向膜がさらに存在することも出来
る。この際、上記配向膜はアクリル系配向膜であることが好ましいが、例えば、ペンタ（
ｐｅｎｔａ）アクリレートとモディファイドＰＶＡ（Ｐｏｌｙ　Ｖｉｎｙｌ　Ａｌｃｏｈ
ｏｌ）を混合した配向膜などを使用することが出来る。そして上記アクリル系配向膜の他
にも、偏光紫外線で配向膜特性を与えることが出来る光配向膜からなることも配向膜形成
に有利である。光配向膜としては、ポリノルボルネン系シンナメート（ｃｉｎａｍａｔｅ
）またはポリイミド系シンナメートを使用することが有利である。
【００６４】
　本発明はまた、上記Ｏ－フィルムとＢ－フィルムが積層された一体型Ｏ－フィルムを含
む偏光板積層体とＴＮ－ＬＣＤを提供する。
【００６５】
　上記偏光板積層体は、偏光フィルム、Ｂ－フィルム、Ｏ－フィルムの順または偏光フィ
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ルム、Ｏ－フィルム、Ｂ－フィルムの順で積層されている（即ち、偏光フィルムに上記一
体型Ｏ－フィルムが積層されている形態であれば良い）。積層時にＢフィルムのフィルム
面上光軸は、偏光板の吸収軸と垂直になるよう積層されれば良い。Ｏ－フィルムの光軸は
上述のようにＢ－フィルムの面上光軸と垂直になるよう積層すれば良い。
【００６６】
　その他の偏光板に積層される一体型Ｏ－フィルムは、上述の本発明の一体型Ｏ－フィル
ムの特性を全て有することが出来る。
【００６７】
　また、本発明ではＴＮ－ＬＣＤは向かい合う一対のガラス板、上記ガラス板内に注入さ
れた歪んだネマティック（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）液晶、上記ガラス板の外側
に付着した偏光板積層体を含む形態のＴＮ－ＬＣＤを提供することが出来る。即ち、偏光
板－ガラス板－液晶－ガラス板－偏光板を含むＬＣＤの形態を有するＴＮ－ＬＣＤはいず
れも本発明の対象となることができ、本発明のＴＮ－ＬＣＤには上述の偏光板積層体の特
徴を全て有する偏光板積層体が含まれている。
【００６８】
　従って、本偏光板積層体を成す一体型Ｏ－フィルムも本発明で提供する上記一体型Ｏ－
フィルムの特徴を全て含む。
【００６９】
　上記のような形態のＴＮ－ＬＣＤを使用する場合、上述の一体型Ｏ－フィルムの位相遅
延補償効果により光漏れを最少化させることが出来る。
【実施例１】
【００７０】
　誘電率異方性Δε＞ ０で、液晶の屈折率がそれぞれｎe＝１．５９５、ｎｏ＝１．５で
、液晶パネルの厚さが４．８μｍのＬＣＤパネルと補償フィルムを含むＬＣＤを製造した
。上記ＬＣＤでは偏光フィルムをＬＣＤパネルの水平軸に対して４５°角度に置き、偏光
フィルムの吸収軸とＬＣＤパネルの光軸が平行するよう配置した。ＬＣＤパネルと偏光板
との間には一体型Ｏ－フィルムを積層した。
【００７１】
　一体型Ｏ－フィルムはネガティブＢ－フィルム（Ｂｉａｘｉａｌ　Ｆｉｌｍ）を基材に
し、その上にスプレイ配向された液晶フィルム（Ｏ－フィルム）がコーティングされた形
態に製造した。Ｏ－フィルムの光軸とＢ－ｆｉｌｍの光軸は相互直交するよう配置した。
また、偏光フィルムの吸収軸とＯ－フィルムの光軸が平行するよう配置し、偏光フィルム
の吸収軸とネガティブＢ－フィルムの光軸が直交するよう配置した。
【００７２】
　ＬＣＤパネルを介して反対側にも偏光フィルムを配置した。反対側の偏光フィルムの吸
収軸はＬＣＤパネルの水平軸に対して１３５°に配置し、ＬＣＤパネルと反対側の偏光板
の間にも一体型Ｏ－ｆｉｌｍを積層した。この場合の偏光フィルムと一体型Ｏ－フィルム
の配置関係は、反対側に位置した偏光フィルムとＯ－フィルムの配置関係と同一であるよ
う、偏光フィルムの吸収軸とＯ－フィルムの光軸が平行し、ネガティブＢ－フィルムの光
軸とは直交するよう配置した。
【００７３】
　一体型Ｏ－フィルムのうちＯ－フィルムは、面上位相差値がＲｉｎ＝６０ｎｍで、ネマ
ティック液晶で形成された。Ｏ－フィルムのスプレイ配向において上記数式３で表される
平均回転角は４５°と測定された。また、－Ｂ－ｆｉｌｍの面上位相差値はＲｉｎ＝１９
０ｎｍ、厚さ方向の位相差値はＲｔｈ＝－１００ｎｍのものを使用した。
【００７４】
　この際のコントラスト特性を図４に表し、カラー特性は図５に表した。図面において赤
線はコントラスト比が１５：１以上の領域の境界線で、青色線はコントラスト比が２０：
１以上の領域を、そして緑色線はコントラスト比が３０：１以上の領域を表す。上記図面
において、コントラスト比１５：１以上の高いコントラスト比を有する領域が非常に広く
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分布し、カラー特性の変化もΔｕ＜０．０１５、Δｖ＜０．１５であって、殆ど無いこと
が確認出来た。
【実施例２】
【００７５】
　一体型Ｏ－フィルムのうち、Ｂ－フィルム層の面上位相差値を１８０ｎｍ、厚さ方向の
位相差を－１００ｎｍにしたことを除いては、実施例１と同じＴＮ－ＬＣＤに対して光特
性とカラー特性に対する評価を行った。
【００７６】
　この際のコントラスト特性を図６に表し、カラー特性は図７に表した。図面において赤
線はコントラスト比が１５：１以上の領域の境界線で、青色線はコントラスト比が２０：
１以上の領域を、そして緑色線はコントラスト比が３０：１以上の領域を表す。上記図面
から分かるように、本実施例２により製造されたＴＮ－ＬＣＤは、実施例１よりは高いコ
ントラスト比を有した領域が減ったが、依然としてコントラスト比１５：１以上の高いコ
ントラスト比を有する領域が非常に広く分布しており、カラー特性の変化は図１よりは多
少増加したが、その変化が同じく殆ど無いことが確認できた。
【比較例１】
【００７７】
　補償フィルムとして、ネガティブＯ－フィルム層を含むＦｕｊｉ社のＷＶ　ＥＡ補償フ
ィルムを使用したことを除いては、実施例１と同じＴＮ－ＬＣＤに対して光特性とカラー
特性に対する評価を行った。
【００７８】
　この際のコントラスト特性を図８に表し、カラー特性を図９に表した。図８から分かる
ように、上記比較例１により製造された補償フィルムは、コントラスト特性は本発明によ
る実施例と同じ結果を示したが、図９から確認できるように、正面カラー特性が低下する
現象を表す。即ち、比較例によると光軸離脱角が広く分布し、図９に表したカラー特性は
図５と図７に表したカラー対比変化幅が非常に大きく、Δｖ＞０．２でΔｕ＞０．０３以
上とあらわれ、視野角によって赤色の変化を誘発させるものとあらわれた。
【００７９】
　上記色座標が傾く理由は、ネガティブＯ－フィルムを使用したためであると推定された
。即ち、ネガティブＯ－フィルムの場合はＯ－フィルムを形成する液晶としてディスコテ
ィック（ｄｉｓｃｏｔｉｃ）液晶を使用するが、先に説明したように、ディスコティック
液晶の場合はポジティブＯ－フィルムで使用するネマティック液晶より配向軸に速やかに
配向されることが困難で、その結果、光軸離脱角が発生する。
【００８０】
　従って、ネガティブＯ－フィルムを使用する本比較例は実施例より劣るカラー特性を有
する。
【図面の簡単な説明】
【００８１】
【図１】ＴＮ－ＬＣＤでの明状態（ａ）と暗状態（ｂ）を表した説明図である。
【図２】ＴＮ－ＬＣＤに電気場が加わった場合に液晶がスプレイ配向される形態を表した
概略図である。
【図３】スプレイ配向されたポジティブＯ－フィルムの配向状態を表した概略図である。
【図４】本発明の実施例１により製造されたＴＮ－ＬＣＤでのコントラスト特性分布を表
したグラフである。
【図５】本発明の実施例１により製造されたＴＮ－ＬＣＤでのカラー特性分布を表したグ
ラフである。
【図６】本発明の実施例２により製造されたＴＮ－ＬＣＤでのコントラスト特性分布を表
したグラフである。
【図７】本発明の実施例２により製造されたＴＮ－ＬＣＤでのカラー特性分布を表したグ
ラフである。
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【図８】本発明と比較するため採択したネガティブＯ－フィルムを含むＴＮ－ＬＣＤでの
コントラスト特性分布を表したグラフである。
【図９】本発明と比較するため採択したネガティブＯ－フィルムを含むＴＮ－ＬＣＤでの
カラー特性分布を表したグラフである。

【図１（ａ）】

【図１（ｂ）】

【図２】

【図３】
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